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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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｢子ども大学ぎょうだ｣へ GO! GO! GO!
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FEB.2013

No.800

特集　子供たちの知的好奇心を刺激する
P.2

市役所がリニュアールしました P.6

市 内 循 環 バ ス市 内 循 環 バ ス
し ない じゅん かんし ない じゅん かん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　市
し

内
ない

の公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

や観
かん

光
こう

スポットを6コースに分
わ

け、市
し

内
ない

をくま
なく運

うん

行
こう

している市
し

内
ない

循
じゅん

環
かん

バス。通
つう

勤
きん

・通
つう

学
がく

の手
しゅ

段
だん

としての利
り

用
よう

も増
ふ

え、平
へい

成
せい

24年
ねん

4月
がつ

から12月
がつ

まで、延
の

べ14万
まん

人
にん

を超
こ

える人
ひと

が利
り

用
よう

したというから大
だい

活
かつ

躍
やく

だね。
　映

えい

画
が

「のぼうの城
しろ

」の公
こう

開
かい

に合
あ

わせ、観
かん

光
こう

客
きゃく

をおもてなしする
気
き

持
も

ちを込めて、小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

のみんなに「故
ふる

郷
さと

ぎょうだ」をイメー
ジした絵

え

を描
か

いてもらい、観
かん

光
こう

拠
きょ

点
てん

循
じゅん

環
かん

コースのバスにラッピン
グしたよ。とても愛

あい

らしいバスになっているから、ぜひ乗
の

ってみ
てね。市

し

内
ない

循
じゅん

環
かん

バスに乗
の

って行
ぎょう

田
だ

を「ぐるっと」巡
めぐ

れば、新
あたら

しい
行
ぎょう

田
だ

を発
はっ

見
けん

できるかも。

　1月13日、産業文化会館で「平成25年行田市新成人を祝う会」が
行われました。華やかな着物姿やスーツ姿の新成人が参加し、クラ
スメートとの久しぶりの再会や二十歳の門出を喜んでいました。
（関連記事16ページ）

　

江
戸
時
代
、
江
戸
（
東
京
）
か
ら
忍
城
へ
の

道
の
り
は
、
中
仙
道
を
通
り
、
鴻
巣
か
ら
日
光

館
林
道
に
入
る
ル
ー
ト
で
し
た
。
同
街
道
は
、

堤
根
の
堀
切
橋
を
渡
っ
て
行
田
市
域
に
入
り
、

石
田
堤
沿
い
に
北
上
す
る
幹
線
道
路
で
、
江
戸

時
代
に
は
石
田
堤
の
上
に
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
、

街
道
沿
い
に
松
並
木
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
の
マ
ツ
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
補
植
さ
れ
た
マ
ツ
が
当
時
の
面
影

を
残
し
て
お
り
、「
石
田
堤
の
並
木
」
と
し
て
市

の
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
街
道
は
、
堤
根
か
ら
樋
上
、
下
忍
を
抜
け

て
佐
間
に
通
じ
て
い
て
、
下
忍
と
佐
間
の
村
境

に
は
、
道
の
両
側
に
一
里
塚
が
築
か
れ
て
い
ま

し
た
。
一
里
塚
は
、
塚
の
上
に
マ
ツ
や
エ
ノ
キ

を
植
え
て
距
離
を
示
す
「
里り

程て
い

標ひ
ょ
う」
の
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
夏
は
木
陰
で
休
息
を
取
り
、
冬

は
寒
風
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
道
中

の
休
息
所
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、

東
側
の
塚
だ
け
が
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｏ
株
式
会
社
の

工
場
内
に
保
存
さ
れ

て
お
り
、
県
の
指
定

史
跡
「
一
里
塚
」
と

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
3

　南
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

11

227

し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
街
道
は
さ
ら
に
北
上
し
、
江
戸
時
代
に
茶

屋
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
い
げ
た
製
菓
の
前

を
通
り
、
妙
音
寺
の
北
東
側
を
回
っ
て
、
佐
間

の
立た

て

場ば

に
続
い
て
い
ま
し
た
。
い
げ
た
製
菓
の

前
か
ら
は
、
騎
西
に
至
る
道
が
分
岐
し
て
い
て
、

そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
道
標
が
、
現
在
、
郷

土
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
間
の
立
場
は
、
現
在
の
そ
ば
処
新
井
屋
の

前
に
あ
り
、
同
街
道
の
休
憩
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
参
勤
交
代
な
ど
で
江
戸
か
ら
忍
城
に
帰

る
城
主
の
行
列
は
、
こ
の
立
場
で
隊
列
を
整
え

城
下
に
向
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
立
場
か
ら
小
道
を
西
に
入
っ
た
所
に
、
市

の
浮
き
城
の
ま
ち
景
観
賞
を
受
賞
し
た
「
割わ

り

役や
く

庄し
ょ
う

屋や

表お
も
て

門も
ん

」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
元
佐
間
村

の
庄
屋
宅
に
は
、
忍
城
主
が
休
憩
を
取
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
「
上
段
之
間
」
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
街
道
は
、
立
場
か
ら
は
現
在
の
県
道
行

田
蓮
田
線
と
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
蛇
行

し
て
佐
間
天
神
社
の
神
門
前
を
抜
け
、
天
満

稲
荷
神
社
の
所
に
あ
っ
た
八
軒
口
か
ら
城
下

へ
と
通
じ
て
い
ま
し
た
。
城
主
の
行
列
は
、

そ
こ
か
ら
大
手
門
、
沼
橋
門
を
通
っ
て
城
内

に
入
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

一里塚

市報変更のお知らせ
　より見やすく読みやすい市報を目指し、今月号から
文字を大きくするとともに、ユニバーサルデザインを
考慮した書体に変更しました。今後とも、市民の皆さ
んに親しまれる広報紙を作成していきます。


